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1. はじめに 

近年沖縄は観光産業に特化しており，沖縄に癒しを

求めて来客する傾向が考えられる[1].そこで，多くの人

が伝統弦楽器の三線について興味を持つようになった．

しかし三線は楽譜も特殊な工工四（クンクンシー）という

楽譜を使用し，動きが複雑な左手には指を抑える勘所

があり，初心者には少々困難な楽器と言える．本稿で

はユーザが工工四の理解，ならびに， 勘所位置を正

確に把握できなくても曲を演奏することが可能な支援シ

ステムを Unlimited Handを用いて提案する． 

2. 開発環境 

2.1  Unlimited Hand  腕に巻くだけでユーザの手指

とゲーム内のキャラクタの手指とを連動させ，ユーザに

擬似的な感触を与える筋電刺激コントローラである．手

でゲーム内のキャラクタを撫でたり，銃の反動を感じたり

するなど，新しいユーザ体験が得られる．今回は人差し

指，中指，小指の各指に電気刺激を送り，勘所を抑え

るための出力装置とし，左手の動きを Unlimited Hand

に補助してもらうことで演奏を行う． 

2.2  Unity  Unityには統合開発環境が内蔵されてい

るため，多くに対応するゲームの開発に用いられている．

補助デバイスの Unlimited Hand に開発プラグインとし

て提供されているため，Unityを採用した． 

3. 提案システム 

本システムでは実物の三線を持ち，図 1に示すように

ディスプレイを見ながら体験してもらう．左手は

Unlimited Hand に補助してもらい，右手はディスプレイ

を見ながらタイミングを合わせて弾くシステムであり，演

奏を比較的簡単に行えることを目的とする．ディスプレ

イには Unity 上で作った音ゲーム（図 2）を表示する．

音ゲームは図 2下部のように横に三本並んだ線があり，

この線は三線を構えたときに鏡合わせになった絃を示

している．これらに横からタイミングマーカーが流れ，タ

イミングを合わせて右手は弾いてもらう．図 2 上部の絵

は左手の勘所を抑える視覚的補助になっており，タイミ

ングに合わせマーカーが現れ，さらに Unlimited Hand

の筋電刺激で補助を行うようになっている． 

4. 評価実験 

実際に成人男性 20 歳～22 歳の体験してもらった．

最初の数回では筋電刺激の違和感，曲の速さに慣れ

ることですぐに演奏できる結果とは言えなかった．しかし

数回試してもらうとユーザが電気，曲調に慣れることが

でき演奏を行うことが出来た．また三線経験がある人に

も練習用として使用でき，有効性を示すことが出来た． 

 
図 1． システム使用図 

 

図 2． システム使用図 

5. まとめ 

本研究では，三線初心者を対象とした演奏体験シス

テムの構築を試みた．左手の電流に違和感を覚える人

が多かったものの，三線を楽しめたというユーザの感想

をもらうことができた．課題として腕の筋肉量，太さなど

で筋電刺激に差があると上手く機能しない，アップテン

ポな曲の導入が難しいなどがある．また，先行研究され

ている工工四の自動採譜[2]処理を実現したい． 
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